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1. はじめに

近年、精神疾患の増加などを背景にメンタルヘ

ルスやストレスケアの重要性が高まってきている。

特に、看護師は、精神的にも肉体的にもストレス

フルな職業であるとされており、平均的日本人労

働者の仕事ストレスを 1.0として医療従事者のス

トレスを数値化すると、医師 1.09, 事務職 0.89

であるのに対して、看護師は 1.55と医療従事者の

中でもっとも高く、肉体的負担に加え、時間的プ

レッシャーや責任といった精神的ストレスの高さ

が指摘されている叫

本研究では、動物実験により経皮的なストレス

抑制効果が確認されているウルソール酸に着目し、

ウルソール酸加工したストッキングが勤務中の看

護師のストレスに及ぼす影響を検言寸した。

2. 方法

(1) 被験者

三重大学医学部付属病院脳神経外科病棟に勤務

する女性看護師3名。

(2) 調査期間

2009年 4月~5月

(3)方法

ウルソール酸を加工したストッキングと未加工

のストッキングをそれぞれ勤務中に 2日間続けて

装着させ、各装着日ごとに勤務前、昼休み、勤務

後における唾液中コルチゾールを測定した。各ス

トッキングともに無臭であり、単盲検クロスオー

バー法で実施した。

勤務形態は、日勤 (08: 30~ 17 : 15)に限定し、

それぞれのストッキングを、休日明けから 2日間

連続した勤務日に装着した。 ストッキングは、ウ

ルソール酸加工、未加工ともにパンティーストッ

キングタイプで、足首 14mmHg、ふくらはぎ lOmmHg、

大腿中央 7mmHgの段階的圧迫力を有している。段

階的圧迫機能を持つストッキングは、浮腫や疲労

を軽減する効果があることが知られているが 2,3)、

圧力を高めると交感神経が充進する懸念があり 尺

圧迫がストレスとなる可能性がある。今回は、ス

トレスに対する圧迫の影響を極力抑えるため、浮

腫軽減や肉体疲労軽減を期待できる最も低い圧力

を採用した。

ウルソール酸は、マイクロカプセルに内包させ

て繊維表面に加工してあり、加工濃度は 2.5~

3. 2%o. w. f. とした。また、各装着日におけるウル
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ソール酸濃度や装着感を一定に維持するため、ウ

ルソール酸加工、未加工ともに、毎回新品のスト

ッキングを用いた。

唾液は、採取の前 1時間の飲食を禁じ、勤務前、

昼休み、勤務後にサリベットを用いて採取し、冷

凍保存した。コルチゾールの分析は株式会社エス

アールエルで実施した。

(4)統計処理

唾液中コルチゾールの測定結果に対して、二元

配置分散分析 (ANOVA)を実施し、交互作用が認め

られた場合は、各測定時間で対応のある t検定を

実施した。それぞれの有意水準は 5%とした。検定

は、 SPSS11. 5J (SPSS株式会社）を用いた。

3. 結果

唾液中コルチゾールは、すべての被験者で勤務

前がもっとも高く、昼休み以降に低くなる傾向が

みられた。二元配置分散分析の結果、ウルソール

酸加工の有無と唾液中コルチゾール測定時間の間

には交互作用が認められた (p=O.020)。また、勤

務前、昼休み、勤務後それぞれについて、ウルソ

ール酸加工と未加工の間で t検定を実施した結果、

勤務前、昼休みに差はなかったものの、勤務後は

ウルソール酸加工のほうが有意に低値を示した

(p=O. 014) (医 1)。
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図1 唾液中コルチゾールの変化

• p < 0.05 

4. 考察

ウルソール酸加工したストッキングが看護師の

職務ストレスに及ぼす影響を、唾液中コルチゾー

ルを指標として検討した。その結果、ウルソール

酸加工の有無と唾液中コルチゾール測定時間の間

には交互作用が認められるとともに、ウルソール

酸加エストッキングを装着したときのほうが勤務

後の唾液中コルチゾールが有意に低値を示してい

て、ウルソール酸加エストッキングが看護師の職

務ストレスを軽減していることが示唆された。

近年、ストレス評価の重要性が高まり、免疫系、

内分泌系などのさまざまなストレス指標が提唱さ

れているが、コルチゾールは、ゴールドスタンダ

ードとして古くから利用されてきた指標のひとつ

である。特に，唾液中コルチゾールは、非侵襲な

がら血中遊離コルチゾール量を反映しているとさ

れており、ストレスに関する多くの研究で用いら

れてきている 5)。

コルチゾールには、日内変動があり、起床時前

後がもっとも高く、午前に減少し、午後は低く安

定するというサーカディアンリズムを持つことが

知られている叫今回は、勤務形態を日勤に限定

していたことから、勤務前がもっとも高く、昼休

み、勤務後は低値を示すというサーカディアンリ

ズムに沿った傾向がみられているものの、被験者

内の比較に対する影響は小さいと思われる。

今回注目したウルソール酸は、ローズマリーを

はじめとする植物の菓や果実などの蝋状物質中に

広く分布する白色粉末状物質である。 30年以上に

わたり薬理効果が研究されてきており、抗糖尿病

作用、抗炎症作用、抗白血病作用、抗腫瘍作用、

中枢神経鎮静作用など、さまざまな生理作用が報

告されていて 7)、食品添加物や化粧品などに広く

利用されている。また、ヒトの社会心理ストレス

に相当するといわれている過密環境負荷動物を用

いた実験で、バリア回復遅延、皮膚血行の低下、

胸腺萎縮と副腎肥大、ストレスホルモンであるア

ドレナリン濃度の上昇を有意かつ用量依存的に抑

制しており、経皮投与されたあと速やかに血中に

移行し、全身的なストレス反応を抑制すると報告
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されている凡

ウルソール酸の加工に用いたマイクロカプセル

は、生体類似構造を持つホスホリルコリン基含有

ポリマーとウレタンポリマーを壁膜材料としてお

り、平均粒径は約 l.7μmである。繊維表面に加工

したマイクロカプセルは、繊維と皮膚の摩擦によ

り崩壊して内包物を放出すると考えられており、

放出された内包物が皮膚表面に移行することが確

認されている 叫

ウルソール酸が皮膚に移行してから生理活性を

示すためには経皮吸収が不可欠となるが、

に、分子量の小さい物質ほど皮膚浸透や経皮吸収

がされやすく、分子量 500以下の物質は特に浸透

性や吸収性が高い。また、皮膚は脂質で充たされ

た組織であることから、親油「生物質であることが

経皮吸収に有利に働く 10)。

量 456.7の油溶性であることから経皮吸収を期待

することができ、 さらに、

皮吸収促進剤を添加することで経皮吸収特性の向

上を図っている。

本研究の結果から、

一般的

ウルソール酸は、分子

マイクロカプセルに経

ウルソール酸加エストッキ

ングが看護師の職務ストレスを軽減することが示

唆された。看護師がウルソール酸加工ストッキン

グを装着すると、 マイクロカプセルから放出され

たウルソール酸が速やかに経皮吸収され、血中に

移行して生体に作用することで、勤務中の看護師

におけるストレス反応を抑制していると推測され

る。

ただし、今回は被験者が 3名と少ないことから、

今後、被験者を増やして検証を進めるとともに、

自律神経機能など他のストレス指標との相関や看

護師の活動量との関係などについても検討を進め

ていく予定である。

センターおよびストレス科学研究編集委員会の承認

とご好意により再掲した。
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